
高齢者の健康づくり「フレイル（虚弱状態）を予防して健康寿命をのばそう！」 資料2 　
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所属集団と
健診機会

後期高齢者の健康診査
乳幼児健診

幼児尿検査

特定健診・保健指導（国保・健保組合・協会けんぽ等の本人及び家族）

健康増進法による健康診査（生活保護受給者等）

各種がん検診

保育所（園）・幼稚園での健診

就学前健診、小・中・高等学校・大学等での定期健診

職場等での定期健診

難病・精神疾患・公害患者をはじめとしたハイリスク者への個別指導

【介護予防事業】

講演会

介護予防に関する教室

個別指導（健康相談・訪問指導）

口腔ケア事業

地域活動支援事業

【健康増進事業】

講演会

生活習慣病に関する教室

教室事後サークル

個別指導（健康相談・訪問指導）

禁煙サポート事業

がん検診等での集団教育

女性の健康支援事業

食生活改善推進員地区伝達

食育推進事業

８０２０推進事業

地域からの依頼による健康教育

野菜フェスタ

運動イベント

運動自主グループ紹介

ちばしウオーキングポイント

妊娠届、母親＆父親学級

乳幼児健診等の母子保健事業

育児サークル

関係機関との連携：保育所（園）連絡会

小・中学校養護教諭連絡会

地域食生活連絡会

地域歯科保健連絡会

地域保健・食生活改善推進員による活動

思春期教室・ふれあい体験学習

就学時健診時健康教育

民生児童委員連絡会

自治会との連携

医療機関との連携

地域健康づくり支援連絡会

健康群

予備群

美浜ベジ・アクティブ宣言
の推進

☆ １日３５０ｇの野菜を

食べよう！

☆ 自ら行動しよう！

運動しよう！

○健康づくり支援マップ

○特定健診結果への健康情報の

同封

ハイリスク者

若い世代からの健康づくり

健やか未来都市ちばプラン ・ 地域健康づくり支援ネットワーク ・ 地区組織との協働

＜基本理念＞ すべての市民が支え合いながら、心豊かに暮らせる活力に満ちた「健やか未来都市 ちば」をめざします

＜基本目標＞

１ 自分は健康であると感じ、いきいきと暮らしている市民を増やそう（主観的健康観の向上）

２ 市民一人ひとりが、主体的に健康づくりに取り組もう（主体的な健康づくり）

３ 生涯を通じて健康づくりに取り組もう（ライフステージに応じた健康づくり）

４ みんなで支え合う地域社会を育み、健康づくりの輪を広げよう（健康を支援する環境づくり）

千葉市において健康寿命の延伸効果が高い健康要因

○社会的なつながり

○喫煙率

○食塩摂取量

重点項目：Ｈ３０～Ｈ３４

【高齢者の健康】

◎介護・支援を必要としない高齢者

の割合の増加

◎地域活動やボランティア活動に

参加した人の割合の増加

〇ロコモティブシンドロームの認知

の割合の増加

〇低栄養傾向の割合の増加の

抑制

〇足腰に痛みのある者の減少

令和元年度計画

【講演会】

・呼吸器科㋝ ・ 整形外科㋝／磯辺

・泌尿器㋝ ・ 耳鼻科㋝

【教室】

・骨粗しょう症予防教室㋝

・認知症予防教室㋝

・血糖値改善教室㋝

・食事セミナー㋝／幸町／磯辺／幕張西

・歯っぴー健口教室㋝／美浜いきいき／高洲／真砂

・ヘルスサポーター養成講座㋝／磯辺

※㋝：保健福祉センター
健やか未来都市ちばプラン


